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２０２３年１０月３０日 

京都信用金庫 

 

１１月１日出版 書籍『手間ひまをかける経営』のご案内 

「VUCAの時代」に必要な経営姿勢や働き方のあるべき姿を 

コミュニティ・バンク京信を題材に解説 
 

京都信用金庫（本店：京都市下京区、理事長：榊󠄀田 隆之）は、本年９月に創立１００周年を迎

えました。それにあたり、１１月１日、当金庫を題材とした書籍『手間ひまをかける経営』が出版

される運びとなりましたのでお知らせいたします。 

本書は法政大学教授の高田朝子氏が当金庫を研究調査し執筆されたものです。コミュニティ・バ

ンクとしての当金庫の在り方を事例に、ネットワークに関する理論やネガティブ・ケイパビリティ

の考え方を切り口として、変化が激しく不確実なこれからの時代を生き抜くにあたってのヒントが

示されています。 

このような時代だからこそ、豊かなコミュニティの中で温かいネットワークをつなぐこと、そし

て中長期的な時間軸の中でじっくりと事態に向き合うこと――手間ひまをかけること――の大切

さを、今一度認識するためのヒントを与えてくれる一冊です。 

ぜひご一読ください。 

記 

 

 

１．書籍の概要 

タイトル： 手間ひまをかける経営 

日本一コミュニケーション豊かな会社の「関わる力」 

著  者： 高田 朝子 

協  力： 京都信用金庫 

発 行 所： 生産性出版 

発 売 日： ２０２３年１１月１日 

定  価： ２４２０円(税込) 

 

 

 

２．著者プロフィール 

高田 朝子氏 

法政大学経営大学院イノベーション・マネジメント研究科教授。 

立教大学経済学部卒業後、モルガン・スタンレー証券会社勤務をへて、Thunderbird School 

of Global Management（MIM）、慶應義塾大学大学院経営管理研究科経営学修士（MBA）、

同博士課程修了。経営学博士。専門は組織行動、危機管理、ファミリービジネス経営。主な

著書として、『はたらく看護師のための自分の育て方』（共著）医学書院、『人脈のできる人

――人は誰のために「一肌ぬぐ」のか？』慶應義塾大学出版会、『女性マネージャーの働き

方改革』『女性マネージャー育成講座』はいずれも生産性出版、ほか。 
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 ご参考  

 

『手間ひまをかける経営』 概要 

 

2023 年 11 月 1 日、当金庫を題材とした書籍『手間ひまをかける経営』が出版される運びとな

りました。本書は法政大学教授の高田朝子氏が当金庫を研究調査し執筆されたものです。 

コミュニティ・バンクとしての京都信用金庫の在り方を事例に、ネットワークに関する理論や

ネガティブ・ケイパビリティの考え方を切り口として、変化が激しく不確実なこれからの時代を

生き抜くにあたってのヒントが示されています。 

 

本書の前半では、ネットワークをつなぐことの重要性やその仕組みについて論じられています。

当金庫が実践する「寄り添う金融・つなげる金融」を事例として、人と人・事業と事業をつなぐネ

ットワークをいかに構築するのか、またそのためにはどのような環境が必要なのかが書かれてい

ます。また、出会いからイノベーションが創出されるための場作りや、地域でのネットワーク架橋

点としての役割などについても理論的に述べられています。そしてそれらのネットワークは、対

話型経営を重視したコミュニケーション豊かな社内風土の中で「集合知」が発揮されることで生

まれていることや、職員一人ひとりの自発的な動機付けの中から生まれるという仕組みについて

述べられています。 

 

後半では、「ネガティブ・ケイパビリティの考え方」に基づいて、これからの時代に大切な経営

の在り方について論じられています。ネガティブ・ケイパビリティとは、「即座に答えの出ない事

態に耐える能力」のことで、近年その重要性に注目が集まっています。今日の世の中は、単に効率

や即座の結果だけを求めていればよい時代から、中長期的な時間軸の中で事態に向き合い、柔軟

な思考で物事を考える中で解決策を導いていくことが必要な時代へと変化しています。地域のお

客様の事業やくらしの課題にじっくりと時間をかけて寄り添い「おせっかい」を焼き、拙速な結果

を追い求めるのではなく中長期的な視野の中で地域社会の発展を目指す当金庫の取り組みを事例

としながら、ネガティブ・ケイパビリティの重要性が論じられています。 

 

変化が激しく先の見通せない曖昧な時代だからこそ、豊かなコミュニティの中で温かいネット

ワークをつなぐこと、そして中長期的な時間軸の中でじっくりと事態に向き合うこと――手間ひ

まをかけること――の大切さを、今一度認識するためのヒントを与えてくれる一冊です。 
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